
１２月８日（木）職場体験発表会を行いました 
職場体験で学んだ内容を、７年生に向けて 

発表しました。７年生にとって、最も魅力的に 

感じたのは「飲食業」のようでした。おそらく、 

今までで身近に見ることが多かったことで、 

現時点の興味は飲食業が強いようですが、 

７年生にとっても、今後の職業への興味を刺 

激するいい機会になりました。保護者の方も、お子様の発表を聞く機会が設けら 

れればと、現在思案中です（２月の授業参観を考えています）。改めて、コロナ禍 

でも引き受けてくださった事業者様への感謝です。この経験を経て、礼儀や時間 

を守る大切さ、自主性をもった行動など、一人一人の行動に変化が見られる場 

面がありました。以前は「立志式」と称し、古来の「元服」、大人として扱われる年 

齢に差し掛かったことを自覚し、将来と向き合う行事がありました。今回の職場 

体験も、同等の意味と捉え、社会性を培う機会になったことと感じます。電話への 

アポイントメント、お礼状書き等、初めての体験も今後の糧にしてもらえればと思います。 
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明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。2022年が

終わり、新たに 2023 年がスタートしました。今年は、９年生に進級する年です。

実りある１年になりますように。 

 

スキー宿泊学習をより良い行事にするために！ 
スキー宿泊学習に向けて、いろいろなことを決めています！ 

スキー実行委員８人が、運営・企画・そして当日の行事の進行を務めます。みんなの前で司会をしたり、クラスの総

意をとって決めたりというのは一苦労ですが、責任をもって立派に活動しています。 

☆宿泊学習実行委員☆ 
１組 ２組 

大内 渉夢 小澤 芽依 

大塚 美優 黒澤 羽乃 

根本 綾乃 小池 諒弥 

根本 海音 中川 蓮 

 

 

 

 

 

 

 

 

バスの座席や宿泊班、係活動や部屋での約束事など、話合いをもって着々と決めることができました。宿泊学習
などの大きな行事での決め事で、改めて思うことは、人間関係というものはなかなか複雑だということです。「普
段から密接に関わっている子と一緒になりたい、でも一緒になれなかった。」等、悩みは尽きません。学年として
は、生徒への目配りや気配りを大切にしながらも、個々の成長のためには「気の合う友達どうしがいつでも同じ
班になるとは限らない」ことを伝えました。一人一人に思いがあるため、全員が希望通りに決まっていくこと、それ
はおそらく難しいことでしょう。みんなが少しずつ、歩み寄る必要があります。堅く我を通すことから、周りの様子も
見て柔軟な対応ができるよう、学年としても声掛けを行いました。これは９年生の修学旅行の話合いにもつながっ
ていくことでしょう。 

とうとう間近にせまった「スキー宿泊学習」ですが、まだ
まだコロナの猛威は収まることなく、実施に際しては慎
重を期せざるをえない所です。1月 13日（金）までに、
行事の実施にするか、判断をしていきます。まずは、安心
で安全な行事の実施を考えています。ご迷惑をお掛けし
ますが、何卒ご理解の方よろしくお願いいたします。 

今年の抱負！ 
今年の抱負には何を掲げるか、１月６日（金）登校
日に一人ずつ聞いてみたいと思います。 
2023年、おそらく忙しい１年になることと思いま
す。スキー宿泊学習あり、進級すると、修学旅行あ
り、総合体育大会あり、実力テストも多くあり…お
そらく中学生の最も忙しい１年です。実りある１年
になるよう、学年スタッフも支援します。 


